
平成29年４月27日（木）
第５回東海村（仮称）村松地区周辺地域活性化計画策定検討委員会

コメント（付箋に書かれた意見）

核となる施設が必要

雑貨などがある

お土産が買える

いろいろなヒーリングが出来る　ヨガなど

Ｊ－ＰＡＲＣへの阿漕ヶ浦からの道路（隋道をつなぐ）

阿漕ヶ浦公園と大神宮・虚空蔵堂との動線（人の流れ，全体のつながり，気軽に全体に行ける）

駅からの交通手段の確保

車客のみに割り切る

海を感じられるカフェ

カフェがある

蕎麦が食べられる

お酒（地酒）が買える・飲める

食事ができる

宿地区に駐車場確保。現在の宿集会所を駐車場にする

真砂寮の土地を駐車場にする

海側に駐車場（大）

トイレがきれい・広い

道の駅とほしいいも体験型テーマパーク（県北物産館併設）　場所：真砂寮のあるところ

ミニ道の駅（原研グラウンド）

大神宮・虚空蔵堂の参道整備（空き店舗で雑貨・カフェ）

ほしいもテーマパーク（真砂寮地）

温泉に入れる

大空前　フォトスタジオ（カメラ屋さん）

海を見れる場所

写真撮影スポットをつくる

八間道路・村松晴嵐の碑周辺整備（ぬれ石の復活，櫓），松くい虫の対処

水戸八景から虚空蔵堂や大神宮を含めた紅葉の一大スポットにする

季節の花の種を配布。地域の方と花ＢＯＸを設置し，導線をつくる

美しい景観を維持するためには維持活動も必要

ＡＲ技術の活用。見えなかった歴史やジオパーク的動きを資源として活用する

歴史的景観の再現（滝・白滝不動尊）を造る。

講演・説法・説経

修行できる

東海村の始まりを学ぶことができる

周辺市町村の寺社との連携。（一日で複数個所を周るのが流行っている）

『大空』　人生を通して参拝できるアピール（ストーリー化）　結婚⇒安産⇒七五三⇒十三参り⇒成人式⇒還暦祝い

Ｊ－ＰＡＲＣのテーマパーク

Ｊ－ＰＡＲＣセンター入口整備（景観に配慮した）進入路を海まで伸ばす

科学を学べる場所

科学にふれあえるスポット　資源としてのＪ－ＰＡＲＣ

今だからこそ原子力を学べる場所

最先端の研究施設の存在をより広く知ってもらう

砂山の活用（サンドスキーなど）

高校・大学のスポーツ合宿促進・利用しやすい環境整備

ウォーキング・ランニングができる

トライアスロンならぬトウカイアスロン（村松海岸～阿漕公園）

店舗の誘致

商店の開拓，若手のチャレンジ支援（旧阿漕クラブ，テニスコートなどを利用）

経済的にｕｐになる場所

大空マルシェの定期開催

お堂での映画上映

月替わりでのイベント開催

英語と遊べる，英語を学べる場所，外国人との交流

海で遊べる場所

防災の備えが必要

阿漕ヶ浦公園と大神宮・虚空蔵堂との動線（人の流れ，全体のつながり，気軽に全体に行ける）
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村松周辺エリアにおける意見一覧（これまでの委員会より）
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